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大学の役割：教育

学生が自ら学ぶことを支援する

自習場所の提供

自習のための資料の提供

多様な学習形態を支援する

教室での座学

遠隔授業

自宅学習

e-Learning



大学の役割：研究

文化を継承し、新しい文化を創造する

情報の収集と提供

図書館、電子図書館

電子出版

研究支援

データベース

文房具としてのコンピュータ

計算資源？



大学法人の義務

説明責任

情報公開

内部統制

認証

データ保持

地域貢献・国際貢献

情報公開



国立大学の状況：情報関係

経費削減

人件費、教育経費、研究経費

効率化、合理化

安全確保

リスク管理

評価

評価の基本となるデータの収集・蓄積



図書館と情報系センターの連携

大学の中で共通の役割がある

全学・全構成員にサービスをする部署

地域にサービスする部署

自習支援、研究支援、情報公開、評価

データの蓄積と提供

共通の技術的基盤

データベース、Web、認証

共同で行うべきミッション

電子図書館



連携方策

組織統合は難しい

異なるミッションも担っている

組織構成の基本が違う

大学内での位置づけが違う

実質的な連携策を考える

業務レベルでの共通化

法人レベルでのメタ組織を通じた連携

顔を合わせて接点を作る



共通化すべきものと多様である
べきもの

多様であるべきもの：部局ごと

教育内容

研究内容

部局固有の事務処理

共通であるべきもの

共通情報：人事、学生、組織構成

教務関係の物理的、データ的入れ物

システム管理体制



集約・共通化の必要性

不必要な部局の独立性を維持していないか

非効率

セキュリティーホール

情報システムは情報システム管理部署へ集約

教員は教育・研究に専念

事務職員はシステムを利用して事務を行う

図書館・情報センターは中核情報を管理する



佐賀大学での連携事例

統合認証

図書館内の利用者端末

全学共通利用者持ち込みPCネットワーク

情報統括室



統合認証

全構成員のデータベース

図書館利用者管理

教務システム管理

総合情報基盤センター利用者管理

LDAPとADへデータ提供

端末認証

Web 利用



教務 人事

利用者DB

LDAP / AD

 サーバログイン認証 Web認証端末認証
入退室

 図書館業務システム



図書館内の利用者端末

総合情報基盤センター内と同じ環境の端末

共通の認証

共通の利用者ディスクスペース

WindowsとLinux
e-learning

自習スペースの提供





全学共通利用者持ち込みPCネッ
トワーク

図書館や教室などのスペースで利用可能

無線・有線で接続できる

統合認証配下で動作する

特別なソフトウェアが不要

一時的来学者にも対応できる





情報統括室

CIOの下に全学的な情報基盤を統括

企画、評価、運営、調整

総合情報基盤センター

情報企画室（事務情報担当）

附属図書館

医療情報部



情報統括室

学長

CIO
 (担当理事)

 総合情報基盤センター
附属図書館

情報企画室 医療情報部

情報政策委員会



まとめ

大学の役割を意識した業務連携

学生の自習支援

情報公開

組織連携ではなく、業務連携

「情報」は「人の繋がり」

関連組織との連携も必要

技術的チェレンジを大切に

疲れてしまわないように
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